
   よく知っている人を相手に自己を語るのは簡単だが、お互いに

よく知らない相手に自己を語るというのは非常に難しい。

よく知っている相手との間には共通の文脈ができあがっているの

で、その文脈にふさわしい自分を提示していけばよいから、ほぼ

自動化した形で自己を語ることができる。たとえば、相手がこち

らのことを勇ましい豪傑とみなしているなら、自分の中の（注）

武勇伝的なエピソードを中心に語ることになるだろうし、相手が

こちらのことを温厚な紳士とみなしているなら、

自分の中のおだやかな部分を中心に語ることになるだろう。

相手との文脈によって語り分けるからといって、けっして

だましているわけではない。どちらもうそではないのだ。

 （注）武勇伝: 勇ましい手柄話。 

48 「どちら」とあるが、ここでは何を指しているか。

     1 知らない相手に対して、自己の本当の姿を語ること

     2 知らない相手に語る自己の武勇伝と、穏やかな部分のこと

     3 知っている相手と語り合う際に相手が思っている自己の

        姿を語ること

    4 知っている相手の話に合わせて

       自己の紳士的な所を

       伝えること
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